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次世代システム研究所が  

めざす21世紀の地域社会形成  

環境・経済・生活の調和   
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自然（資源）   

環境（CO2）  
●地球環境の保全  ・ノり   
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産業・経済  
●産業・経済の  

健全化  

《実践》  
1．地域の自然資源・環境と   

地域産業・経済の調和  
2．生活の豊かさと健全な   

地域産業・経済の形成  
3．地域の自然資源・環境と   

生活の豊かさの確保   

《政策研究・撫育≫  
日本をストック型社会に  

するための研究  
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次世代システム研究所のコンセプト  

蔓はこう考える  

日本社会は、モノの寿命が短くて、  

ストック（資産）が蓄積されない社会だからです！  

日本社会のインフラ・あらゆるモノの寿命を長くし、  

世代が進む度にストツケ（資産や資源）が書積されていく  

社会に変えていきます。  

地球／自然が生産する資源の 
量と人間が消嘱する資源の1鞍‾  

を阿調（シンクロナイス）させるた  

ストック彗  ■シナ  
象科学的対応）を放  

浪インセンチイヴ  
り丸亀農攣霜転 

・・け                         l   

酬邪劫を耶馳  
実践していきます。  

世代か蔦U虔に資声▲‘‾積  

生活が豊かになっ   理  
仁方法）を研究します。  

紆 ‥  

妙銚錘隠濾拍嘩直ためでもしかし、  

閣済も醜  

lック曽杜さ  

赴研究します  
咽引払金への  

型社会の産艶鰯  
遺を研究しまず  
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次世代システム研究所がめざすもの  
戦後日本が構築してきた資源・エネルギー大1消費  

型、フロー型（短寿命）の経済社会システムは、  

1．地球環境の劣化、資源・エネルギーの枯渇  

2．高賃金にもかかわらず生活支出が高いことによる   

欧州先進国に比べた生活の真の低さ  
3．高賃金に起因する高生産コストによる日本産業   

の国際競争力の低下  
など様々な領域において構造的な問題を惹起させ  
ています。  
これらの開局は、個々の領域において個別に問題  
提起、現状分析、解決のための提案が行われ、その  
一部については具体的な展開も行われています。  
しかし、これらの問題群は、フロー型（短寿命型）社  

会構造というF共通の根源jに端を発しており、個々  

の領域で問題解決（部分解〉を因っても全体の最適  

解とはなりえません。  
本研究所は、こうした状況を変えてし、くための研究  
と実践を行うことを目的として設立されました。   

○現在のフロー型（短寿命型）の社会構造からスト   

ック型（長寿命型）の社会構造へ移行していくた   

めに必要な論理の整理、手法、障害となる様々な   

技術的、社会的、制度的諸要因を明らかにし、転   
換へのシナリオを示すとともに、21世紀への人間   

社会の持続的発展のための捷吉を行っていきます。   

（⊃同時に、上！己の研究成果を取り入れ、地域におけ   

る自然資源・環境、地域産業、豊かな生活の調和が   
とれた新しい地域システムの創造と実践を行って   
いきます。  

次世代システム研究所の役割  
学校法人としての特徴を活かし、産業界、学会、国・自  
治体と幅広い関係と連携を持ちながら、地域から国  
への政策提言および地域の資源・環境、産業、生活の  
豊かさを持続させていくための調査・研究■プランニン  

政策提言のための研究  
．1．資源の再生産時間・賦存1と人間社会における黄   

源使用時間のギヤツフ加地球環傾に与える影響に   
関する調査研究  

2．社会貸本・耐久消蛮財の短寿命性が日本人の生   

涯支出および生活内容時間に及ぼす影響に関す   
る調査研究  

3．社会資本・耐久消賀財の短寿命性に起因する生   

産コストの高きが産業の国際競争力に与える影響   
に関する調査研究  

4．ストック型社会移行への現状の技術的問題と実現   

化方策の研究  
5．ストック型社会移行への現状の社会科学的問題と   

実現化方策の研究  
d．ストック型社会形成による環境、経済、生活への波   

及効果に関する分析  

久世論形成を行う地域に根ざしたシンクタンクとして  
の機能を果たしてし●、くことが、当研究所に課せれた役  

割と考えていますも  

地域研究・計画  
l．ロングライフ型のまちづくり   

ロングライフの！投計を紙り込んだ、地区再開発計   

画、商店街活性化計画  
2．地域環境の改善▼再生・保全を組み込んだ地   
域産業の活性化  

3．生物多様性を維持したまちづくリ  

A．地域エネルギー開発   

風力発電、バイオマス、小水力、コージェネレーシ   
ョンシステム ■  

5．産業エコシステム  

る．地域内資源循環システム   

木質系廃棄物の資5原循環システム、   

地域生産一地域消費システム  
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